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我々は、マイクロ流路と組み合わせた表面プラズモン共鳴（SPR）測定装置を用い、2 つの溶液

の液-液界面で生じる溶質分子の界面間移動や化学反応を界面付近の屈折率変化から高い空間・時

間分解能で観測する手法を提案してきた。観測モデル反応として、極めて速いタンパク質(フィブ

リン)重合反応である血液凝固反応に着目し、その反応量を凝固試薬(トロンビン溶液)と血漿との

界面付近における屈折率変化量から求められることを報告した 1）。界面付近では血漿中フィブリ

ノゲンを材料としてフィブリンが重合して形成されるフィブリン網が生じることから、我々は

SPR 測定で見られた屈折率変化が、重合反応量を反映したフィブリン網の形成密度に依存した分

子透過性の影響を受けていると考えた。そこで今回、分子量の異なる蛍光標識分子を混合した血

漿サンプルをマイクロ流路内で凝固試薬と反応させ、界面付近の蛍光観察を行うことで形成され

るフィブリン網の分子透過性を評価したので報告する。 

図 1 に示した測定系により、FITC 標識フィブリノゲン（分子量 34 万）と FITC（分子量 400）

をそれぞれ混合した 2 種類の血漿サンプルと凝固試薬溶液との界面を流路中央付近で停止させて

蛍光観察を行ったところ、分子量の大きいフィブリノゲンはフィブリン網を透過できずに網内に

留まり、分子量の小さな FITC はフィブリン網を透過し、時間経過によって拡散する様子が確認さ

れた(図２)。以上の結果から SPR 測定で観測された屈折率変化は、重合化学反応によって形成さ

れたフィブリン網を透過する分子の拡散を捉えた結果であり、重合反応量に応じて変化するフィ

ブリン網の形成密度を反映するため凝固反応量と相関をもつことが示唆された。 

   

図１ ２液接触界面近傍の蛍光観察系  図 2 重合反応後の血漿混合蛍光分子拡散の様子 
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